
正確な多言語コミュニケーション支援のための
動的用例対訳連携モデルの提案と実装
Dynamic Parallel-texts Linkage Model

for Reliable Multilingual Communication Support
福島　拓 † 宮部　真衣 † 吉野　孝 †,‡

Taku Fukushima Mai Miyabe Takashi Yoshino

1. はじめに
現在，在日外国人数や訪日外国人数は増加傾向にある

[1]．しかし，在日外国人や訪日外国人の中には，日本語
を理解できない人が多数存在している [2]．一般に母語以
外の言語によるコミュニケーションは困難である [3]．こ
のため，正確なコミュニケーションが求められる分野の
支援には，用例を正確に多言語へと翻訳した多言語コー
パスである「用例対訳」が利用されている．
我々は正確性が求められる医療分野を対象とした，用
例対訳を用いた多言語医療受付支援システムM3(エム
キューブ)の開発を行っている [4]．M3ではあらかじめ
用意した用例対訳を利用しているが，利用可能な用例対
訳の増加が求められている．しかし，用例対訳は用例を
多言語に翻訳する必要がある上，言語間で意味が同じで
あることを担保する必要がある．このため，用例対訳を
増やすことは容易ではない．また，M3では医療従事者
と患者の対話を支援する際，応答用例対を利用している．
応答用例対は用例対訳を用いて作成した質問と回答の対
であり，質問に対する適切な回答群を提示することがで
きる．しかし，応答用例対は各言語での組み合わせの確
認を怠ると不正確になる場合がある [5]．このため，適
切に評価された応答用例対を用意する必要がある．
そこで我々は，正確な多言語コミュニケーション支援
を目的とした動的用例対訳連携モデルの設計を行った．
本モデルは，用例対訳や応答用例対を ID管理すること
で，動的な用例対訳・応答用例対の連携を可能にした．
2. 構成システム
本章では，動的用例対訳連携モデルを構成する各シス
テムについて述べる．
2.1 多言語用例対訳共有システム TackPad
本モデルにおける動的な用例対訳収集は，多言語用例
対訳共有システム TackPadで行う [6]．TackPadは，次
の流れで正確性を確保した用例対訳の収集を行っている．
(1) 医療現場で必要な用例を医療従事者や患者が提案
(2) 提案された用例を翻訳者や医療通訳者が翻訳し，用
例対訳を作成

(3) 本システムの利用者が用例対訳の正確性を評価
収集言語は日本語，英語，中国語，韓国朝鮮語，ポル
トガル語，スペイン語，ベトナム語，タイ語，インドネ
シア語の 9言語で，約 6600件の用例を収集している1．
2.2 言語グリッドの用例対訳サービス
本モデルでは利用可能な用例対訳の増加を目的として，
言語グリッドの用例対訳サービスを利用している．言語
グリッドは機械翻訳や用例対訳などの言語資源を組み合
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わせて利用できる仕組みであり，言語の壁を越える活動
基盤として利用されている [7]．言語グリッドは，医療や
教育の分野を中心に 20の用例対訳サービスを提供して
いる1．
なお，言語グリッドの用例対訳サービスは用例対訳を

増やす仕組みを保持していないため，動的な用例対訳の
収集は 2.1節の TackPadのみが行う．
2.3 応答用例対作成システム
応答用例対作成システムは，用例対訳を組み合わせて

応答用例対を作成するシステムである [5]．本システム
は，2.1節の TackPadと 2.2節の言語グリッドの用例対
訳サービスを利用して応答用例対の作成を行っている．
なお，応答用例対作成システムのデータベースには，用
例対訳サービス名と用例対訳 IDのみを保存しており，用
例対訳は毎回用例対訳サービスに問い合わせて取得して
いる．これにより，元の用例対訳が変更された場合，応
答用例対の中の用例も動的に変更される．応答用例対は
次の流れで作成する．
(1) TackPadや用例対訳サービスから用例対訳を取得
(2) (1)の用例対訳を用いて応答用例対を作成
(3) 登録された応答用例対が言語ごとに正確な対になっ
ているか評価

2.4 多言語医療受付支援システムM3

2.3節で作成された応答用例対は多言語医療受付支援
システムM3で利用される．M3は外国人患者の病院受
診支援を目的としており，対話機能，外国人患者の受診
支援機能 (問診機能，受診科選択機能など)をタッチパネ
ル上で操作可能としたシステムである．対話機能は医療
従事者と外国人患者それぞれの画面を交互に操作するこ
とで対話を行う．この対話機能は応答用例対を利用して
いる．また，これまでにM3は京都市立病院，京都大学
医学部付属病院および洛和会音羽病院へ導入され，現在
も継続して稼働中である．現在，M3の対応言語は，日
本語，英語，中国語，韓国朝鮮語，ポルトガル語の 5言
語である．
3. 動的用例対訳連携モデル
本章では，動的用例対訳連携モデルとモデルを用いた

システム構成，試用実験について述べる．
3.1 提案モデルとモデルを用いたシステム構成
動的用例対訳連携モデルを用いたシステム構成を図 1

に示す．本モデルは次の流れで動的な用例対訳の連携を
行う．
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図 1: 動的用例対訳連携モデルを用いたシステム構成

(i)用例対訳の収集・共有
用例対訳を収集し評価を行う．本実装では，多言語用

例対訳共有システム TackPad(図 1-(1))を用いた．
(ii)応答用例対の作成
用例対訳を用いて応答用例対を作成する．なお，応答

用例対DBは用例対訳を保存せず，用例対訳 IDのみを保
存する．本実装では，応答用例対作成システム (図 1-(3))
で応答用例対を作成した．また，応答用例対の作成には
TackPadと言語グリッド (図 1-(2))の用例対訳サービス
を利用した．
(iii)応答用例対の利用
多言語対応システムは，提供を受けた応答用例対を利

用する．なお，医療対話 DBには，応答用例対 IDのみ
を保存する．本実装では，多言語医療受付支援システム
M3 管理サーバ (図 1-(4))が応答用例対作成システムか
ら応答用例対の提供を受ける．その後，応答用例対を医
療対話データとしてM3(図 1-(5))に反映し，医療従事
者と患者間の対話支援を行う．
3.2 試用実験
実際の利用を想定して応答用例対を取得し，M3で表
示するまでの時間を計測した．取得対象の応答用例対は，
M3で利用可能な 5言語を保持する用例対訳を利用して
作成した．また，1つの質問に対して 2つの回答を保持す
るものとした．なお，取得する応答用例対の個数は 4対
とした．これは，M3で 1ページに表示可能な応答用例
対の最大数である．また，本実験はTackPadで作成した
応答用例対と言語グリッドの用例対訳サービスを用いて
作成した応答用例対に分けて行った．これは，TackPad
は応答用例対作成システムと同一サーバ内に実装してい
るのに対して，言語グリッドの用例対訳はWebサービ
スを用いて取得しており，取得時間に差が出ることが考
えられたためである．なお，計測は用例対訳サービスご
とに 10回ずつ行った．
実験の結果，取得時間は TackPadが平均 0.22秒 (標
準偏差 0.05秒)，言語グリッドの用例対訳サービスが平
均 6.21秒 (標準偏差 2.15秒)となった．計測結果より，
Webサービスを利用している言語グリッドの用例対訳
サービスは応答用例対の取得に時間がかかることがわか
る．取得時間の向上はキャッシュを行うことで可能であ

ると考えられる．

4. おわりに
本稿では，正確な多言語コミュニケーションを目的と

して，用例対訳，応答用例対を動的に利用可能な動的用
例対訳連携モデルを設計し実装を行った．
本モデルの問題点として，動的に用例対訳の収集を行

う多言語用例対訳共有システムTackPadと，作成された
応答用例対を利用する多言語医療受付支援システムM3

の利用者が完全には一致しないことがあげられる．利用
者の不一致により，医療現場で求められている用例が用
例対訳作成に反映されない可能性がある．今後，M3か
らTackPadへ用例の提案を行う機能を実装し，M3で提
案された用例を TackPadなどを介してM3 で用例対訳
として利用可能とする，循環型動的用例対訳連携モデル
の構築，実装を行う必要があると考えられる．
今後はキャッシュ機能の導入を行った後，連携システ

ムを継続的に運用し，動的用例対訳連携モデルの確立を
目指す．
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